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中国 

バングラデシュ 

編
集
協
力
‥
廣
畑
伸
雄
・
山
口
大
学
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
准
教
授

天
然
資
源
と
豊
か
な
自
然
を
有
す
る 

メ
コ
ン
川
流
域
の
国
々
は
、 

近
年
、急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。 

今
後
、こ
の
地
域
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、 

ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。 

　   カンボジア 
首都 ： プノンペン
面積 ： 18.1万km2（日本の約2分の1弱）
人口 ： 1,340万人
公用語 ： カンボジア語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 観光・サービス、農業、鉱工業
通貨 ： リエル
経済成長率 ： 10.2％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　縫製品、生地、天然ゴム・ゴム製品
　　　　　　  （2）輸入　生地類、石油製品、家電製品、
　　　　　　　　　　　車輌部品

　   ラオス 
首都 ： ビエンチャン
面積 ： 24万km2（日本の約0.6倍）
人口 ： 580万人
公用語 ： ラオス語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業、工業、林業、鉱業、水力発電
通貨 ： キープ
経済成長率 ： 7.5％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　衣料品、金・鉱物、電力、木材製品
　　　　　　  （2）輸入　燃料、工業製品、衣料用原料

　   タイ 
首都 ： バンコク
面積 ： 51.4万km2（日本の約1.4倍）
人口 ： 6,304万人
公用語 ： タイ語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業、製造業
通貨 ： バーツ
経済成長率 ： 4.8％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　コンピューター、自動車・部品、
 　    集積回路、天然ゴム
　　　　　　  （2）輸入　原油、機械・部品、
 　    電気機械・部品、化学製品

　   ベトナム 
首都 ： ハノイ
面積 ： 33万km2（日本の約0.9倍）
人口 ： 8,616万人
公用語 ： ベトナム語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農林水産業、鉱業、軽工業
通貨 ： ドン
経済成長率 ： 8.5％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　原油、縫製品、履物、水産物など
　　　　　　  （2）輸入　機械機器（同部品）、石油製品、
 　     鉄鋼、布など

　   ミャンマー 
首都 ： ネーピードー
面積 ： 68万km2（日本の約1.8倍）
人口 ： 5,322万人
公用語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業
通貨 ： チャット
経済成長率 ： 12.7％（2006年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　天然ガス、チーク、豆類、米、エビ
　　　　　　  （2）輸入　機械類、金属・工業製品、原油、
 　     電気機械、紙類 成

長
す
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メ
コ
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メコン川 

東西経済回廊 

南北経済回廊 

ミャンマー、タイ、ラオス、ベト
ナムを結ぶルート。太平洋と
インド洋を陸路で結ぶことに
より、4カ国間の物流のオペ
レーションが効率化。 
＞＞事例はP10へ 

（無償資金協力）
ラオス中南部を横断し、タイ東
部とベトナム中部をつなぐ約
240kmの幹線道路。東西経
済回廊の一部。

（円借款）
ベトナム中部の山岳地帯、交
通の難所であったハイヴァン峠
に建設された全長約6.3kmの
道路トンネル。

（円借款）
東西経済回廊の東の玄関港
でメコン地域開発の拠点とな
っている。増加する貨物取扱
量に対応するための港湾整備
にJICAが協力。

メコン架橋（きずな橋） 
（無償資金協力）
メコン川により東西に分断され
ていた国道7号線をつなぐ橋。
農作物の産地であるカンボジ
ア東北部から首都までの往来
が改善され、同地域間の物流
が活発化。

パクセー橋 
（無償資金協力）
ラオス南部の中心都市
パクセーとタイにつなが
る国道10号線をつなぐ
橋。メコン川によって阻
まれていたラオス、タイ両
国間の交易増大に貢献。

カンボジア国道6・7号線 
（無償資金協力）
首都プノンペンからシェムリ
アップ、コンポンチャムにつな
がる幹線道路。日本により改
修が進められ、道路の利便性、
安全性が高まり、移動時間が
大幅に短縮。

第2メコン国際橋 
（円借款）
タイのムクダハンとラオスの
サバナケットをつなぐ国際橋。
バンコクからハノイまで、海路
で約2週間かかっていた輸送
時間が陸路で約3日に短縮。
＞＞事例はP10へ 

（円借款・技術協力）
カンボジア最大の国際港。
JICAはコンテナターミナルの
新設と人材育成などに協力。
隣接する経済特別区の整備
に伴う外国投資の誘致先と
して期待される。
＞＞事例はP14へ 

マプタプット港 
（円借款）
港湾と工業団地が整備されたマプ
タプット地区は、シャム湾で開発され
た天然ガスを利用した重化学工業
拠点でタイ随一の石油化学基盤。
工業港と工業団地などの建設に
JICAが協力。

レムチャバン港 
（円借款）
河川港で大型コンテナ船の入
港が不可能だったバンコク港に
代わり、JICAの協力などを経て
建設された軽工業の輸出拠点。
日本が建設に協力した工業団
地が隣接する。

スワンナプーム国際空港 
（円借款）
バンコク中心部から約30キロ、年間
4,500万人の輸送が可能な東南アジ
アのハブ空港。24時間稼動。建設に
はJICAが協力。

ヤンゴン港 

（円借款）
ホーチミン郊外にあり、年間約1,000万
人の旅客に対応。航空需要の増加に
伴う国際線の新ターミナル建設は
JICAの協力によるもの。

（円借款・技術協力）
ベトナム経済を牽引する港。南部経済
回廊の玄関口でもある。河川港で大
型船舶の入港に限界のあるサイゴン
港に代わる新たな港としてJICAが建
設に協力。

（無償資金協力）
プノンペンとベトナム国境を
結び、ホーチミンにつながる
道路に接続する約160kmの
幹線道路。カンボジア国内
の主要道路の一つで、南部
経済回廊の一部でもある。

（円借款）
商業都市ホーチミン近郊に
建設され、ベトナム南部地域
の電力供給の安定化、産業
振興に貢献。

（円借款）
首都ハノイ近郊に建設され、ベ
トナム北部地域の電力供給の
拡大、経済活性化に貢献。

ナムグム水力発電所 
（円借款・無償資金協力）
日本を含む世界9カ国の支援
により、1971年に完成した国
内最大級の水力発電所。
2006年まで生産電力の一部
がタイに輸出され、貴重な外
貨獲得資源になった。

ナムルック水力発電所 
（円借款）
ラオス国内の電力供給の強化、
タイへの輸出電力を増加させる
ことを目的に、既存のナムグム
貯水池の南東に隣接するナム
ルック川に建設。

ビエンチャン国際空港 
（無償資金協力）
首都ビエンチャンの郊外にある
ラオスの玄関口。ターミナルな
どの整備にJICAが協力。

カイラン港 
（円借款）
ベトナム北部唯一の深海港で、
北部の産業開発には欠かせな
いインフラ。JICAは港の改修に
協力。

ハイフォン港 
（円借款）
首都ハノイへの物資輸送に不
可欠なベトナム第2の国際港。
北部物流の中心港でもある。
JICAは老朽化した港の改修に
協力。

中国雲南省とメコン地域をつ
なぐルート。昆明からバンコク、
ハノイを結ぶ2つのルートがある。 

バンコクからプノンペン、ホー
チミンを結ぶルート。主要都
市間の移動が容易になること
で、域内での経済効果の拡
大が期待されている。 

（技術協力）
海外からの物資の輸入拠点。
2008年のサイクロンで打撃を
受けた同港の復旧が進んでい
ないため、JICAは内陸水運施
設や航路の復旧計画の策定を
支援中。

ラムタコン揚水式水力発電所 
（円借款）
タイの電力需要とピーク負荷に
対応し、バンコク首都圏の電力
増強と安定化に貢献すること
が期待されている。

フエ 

ダナン パクセー 

サバナケット 

ムクダハン 

ノンカイ 

フーミー火力発電所 

ヤンゴン国際空港 
（円借款）
旧首都ヤンゴンにあるミャンマー
唯一の国際空港。滑走路や管
制施設などはJICAの協力により
整備。

バルーチャン水力発電所 
（円借款・無償資金協力）
国内最大の発電所で、ヤンゴン
にも送電している。長期的に安
定した電力供給を目指す。

ROUTE
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ハイフォン 

昆明 

（参考）外務省ホームページ、JICAホームページなど

［メコン地域の経済成長を支える主要なインフラとJICAの支援］ 
 ※インフラの整備・建設に関する開発調査は除く。
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メ
コ
ン
地
域
の 

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に 

一人当たりのGDP（国内総生産） 

（単位：ドル）

 

タイ 

カンボジア

ラオス

ミャンマー

ベトナム

     

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ラ
オ
ス
か
ら
成
る
メ
コ
ン
地
域
は
、

貿
易
や
投
資
な
ど
、
活
発
な
民
間
の
経
済
活

動
に
後
押
し
さ
れ
、
近
年
の
経
済
成
長
率

（
２
０
０
７
年
）
は
４
・
８
％
（
タ
イ
）
〜
10
・

２
％
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
と
、
軒
並
み
高
い
数
値

を
記
録
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
内
戦
な
ど
が
原
因
で

政
情
不
安
が
続
い
て
い
た
国
も
あ
っ
た
が
、

90
年
代
初
頭
に
な
る
と
そ
れ
が
終
息
に
向
か

い
、
経
済
発
展
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
国
際
社
会
に
よ
る
支
援
も
活
発
化

し
、
92
年
に
は
、
メ
コ
ン
を
一
つ
の
地
域
と

し
て
と
ら
え
、
域
内
の
資
源
を
開
発
・
共
有

し
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
自
由
な
流
れ
を
推
進
す

る
「
大
メ
コ
ン
圏
地
域
経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
り
提
唱
さ

れ
、
域
内
経
済
の
発
展
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
そ
う
し
た
中
、
日
本
も
「
メ
コ
ン
地
域
」
の

成
長
に
貢
献
す
べ
く
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
通
じ
、
幅
広

い
支
援
を
続
け
て
き
た
。
協
力
分
野
は
、
運

輸
・
交
通
、
市
場
経
済
化
、
法
整
備
、
教
育
・

人
材
育
成
、
保
健
・
医
療
、
防
災
・
災
害
対

策
、
水
・
衛
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
と
り
わ
け
、

道
路
や
橋
、
港
、
空
港
、
発
電
所
と
い
っ
た
、

成
長
を
牽
引
す
る
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

は
力
を
入
れ
て
き
た
。 

　
一
方
で
、
域
内
格
差
の
是
正
と
い
う
課
題

が
い
ま
だ
横
た
わ
る
。
07
年
の
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
を
比
較
す
る
と
、

中
進
国
に
仲
間
入
り
し
た
タ
イ
（
３
８
４
１

ド
ル
）
に
対
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
は
い
ず
れ
も
１
０

０
０
ド
ル
以
下
。
そ
の
差
は
、
年
々
縮
ま
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
大
き
く
開
い
て

い
る
。
ま
た
、
一
国
内
で
見
て
も
、
着
実
に

発
展
す
る
都
市
部
に
対
し
て
、
農
村
部
で
は

多
く
の
貧
困
層
が
存
在
す
る
の
が
現
状
だ
。 

　
廣
畑
伸
雄
・
山
口
大
学
大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
准
教
授
は
、「
メ
コ
ン
地
域
に
は
、

未
開
発
の
天
然
資
源
や
自
然
な
ど
、
持
続
的

な
成
長
を
促
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
十
分
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
い
か
に
効
果
的
に
開
発

し
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
で
す
」
と
話
す
。 

    

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
メ
コ
ン
地
域
５
カ
国

を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
と
、
貿
易
な
ど
の
面
で
密
接
に
か
か
わ

り
合
い
な
が
ら
、
相
互
に
政
治
的
・
経
済
的

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
、
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に
メ
コ
ン
地
域
へ
進
出

す
る
日
系
企
業
が
増
え
る
と
と
も
に
、
経
済

取
引
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
経
済
連
携
協

定
や
投
資
協
定
が
次
々
に
結
ば
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
メ
コ
ン
と
の
経

済
関
係
が
密
接
に
な
り
、
日
本
に
と
っ
て
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

の
意
味
で
も
、「
日
本
が
メ
コ
ン
地
域
を
支

援
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
高
い
」
と
廣
畑
さ

ん
は
言
う
。 

　
日
本
は
07
年
１
月
、
日
・
メ
コ
ン
外
相
会

議
で
「
日
本
・
メ
コ
ン
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
。
①
地
域
経

済
の
統
合
と
連
携
の
促
進
、
②
日
本
と
メ
コ

ン
地
域
と
の
貿
易
・
投
資
の
拡
大
、
③
価
値

観
の
共
有
と
地
域
共
通
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
三
本
柱
と
し
、
メ
コ
ン
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
た
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。 

　
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
の
山
岳

地
帯
に
あ
る
「
開
発
の
三
角
地
帯
」
へ
の
支

援
だ
。
こ
の
一
帯
は
、
貧
困
度
が
高
い
少
数

民
族
が
多
く
居
住
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で

も
最
も
開
発
が
遅
れ
て
い
る
地
域
の
一
つ
。

日
本
は
、
投
資
の
誘
致
や
観
光
開
発
の
推
進

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
ま
ず
は
メ
コ
ン
地

域
共
通
の
課
題
で
あ
る
域
内
格
差
の
是
正
を

目
指
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー

ズ
※
を
中
心
と
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
メ
コ
ン
地
域
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

が
国
境
を
越
え
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る

よ
う
、
国
際
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

国
を
ま
た
い
だ
「
経
済
回
廊
」
構
想
の
実
現

に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
一
つ
は
、
東
西
経

済
回
廊
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
か
ら
ラ
オ

ス
、
タ
イ
を
経
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ

ャ
イ
ン
に
続
く
約
１
４
５
０
キ
ロ
の
道
路

で
、
第
２
メ
コ
ン
国
際
橋
の
建
設
（
円
借
款
）

な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
も
多
く
入
っ
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ

ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
約
１
０
０
０
キ
ロ
の
南
部

経
済
回
廊
。
さ
ら
に
、
中
国
雲
南
省
・
昆
明

と
バ
ン
コ
ク（
約
２
０
０
０
キ
ロ
）、ハ
ノ
イ

（
約
８
５
０
キ
ロ
）
を
つ
な
ぐ
南
北
経
済
回
廊

が
あ
る
。
こ
れ
ら
３
本
の
経
済
回
廊
が
完
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
時
間
の
短
縮
と
コ

ス
ト
削
減
に
加
え
、
内
陸
部
の
農
村
開
発
な

ど
に
よ
る
域
内
格
差
の
是
正
や
、
物
流
拠
点

で
あ
る
港
を
中
心
と
し
た
回
廊
周
辺
地
域
の

開
発
が
一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
以
外
に
も
、

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
経
済
成
長
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
陸
路
で
の
国
境
越
え
に
必

要
な
税
関
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
協
力
も

そ
の
一
例
だ
。 

　「
今
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
、
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
ソ
フ
ト

の
支
援
と
の
相
乗
効
果
が
よ
り
重
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
独
立
し
た
経

営
を
考
え
て
い
た
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
工
場

間
の
垂
直
分
業
、
企
業
間
の
連
携
な
ど
に
よ

る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
が
実
現
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
、
新
た
な
国
際
経
営
戦
略
の
創

出
に
よ
る
回
廊
の
一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
」
と
廣
畑
さ
ん
は
展
望
を
述
べ
る
。 

　
成
長
す
る
メ
コ
ン
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展

を
支
え
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
の
両
面
か
ら
多
角
的
な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。 

 

日
本
と
の 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化 

（参考）Key Indicators for Asia and the Pacific 2008 （2008）, Asian Development Bank／UN data（http://data.un.org/）
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け
ん

※衣食住、初等教育、医療衛生など、人間が生きていくために必要とされる基本的な生活基盤。
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